
腋窩郭清術

従来から行われている標準的な治療法です。わきの下のリンパ節を皮下脂肪とともに

en-bloc(一括)に摘出します。浸潤性乳がんの方が適応となります。術後には切除した部位に、

リンパ液・血液などが貯留することがあり、排液が必要となることがあります。また、術後の合併

症としては、腕のしびれやむくみなどがあります。センチネルリンパ節生検にて、わきのリンパ節

への転移がみられなかった場合には、腋窩郭清の省略が可能です。


